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研究成果の概要：九州島西部に位置する八代海沿岸地域は前方後円墳分布域の南西端にあたる。

すなわち、古墳時代という国家形成期における周辺地域であるが、埴輪や甲冑などの中央政権

に直結する要素が当地域にどのように受容されたのかを具体的に示すことができた。さらに、

未報告資料や検討が不十分なかつての報告資料を徹底的に整理・検討し、報告することができ

たことは、文化財を広く公開し活用するという面でもきわめて重要な成果である。
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１．研究開始当初の背景
九州島の西部には、２つの内海が南北に並

んで存在する。北は有明海、南は八代海であ
る。北の有明海沿岸地域については、環有明
海首長連合論が提示されていることからも
わかるように、古墳時代墓制の研究は大変さ
かんである。しかし、南の八代海沿岸地域に
ついては、けっして活発な状況にあるとは言
い難い。たとえば、八代海沿岸地域では、地
下式板石積石室墓や肥後型横穴式石室、装飾
古墳など地域色の濃い墓制が発達するが、そ
れら在地墓制の発達過程にはいまだ不明な

点が多いのである。また、そうした埋葬施設
の発生メカニズムを考えるうえで鍵となる
であろう箱式石棺についてもほとんど研究
が行われていない。こうした状況を何とか打
破したいと考えたのである。

八代海沿岸地域は、前方後円墳築造域の南
西端にあたる。したがって、当地域は、中央
政権の動向と密接に関連する前方後円墳な
どの墓制と地域独自の墓制を比較検討し、中
央と地方がどのような関係性をもったうえ
で国家的まとまりが形成されたのかについ
て、具体的に考察しうるきわめて有力な地域
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である。つまり、八代海沿岸地域の在地墓制
の様相を明らかにすることは、日本の国家形
成過程の解明というより大きな研究課題に
も直結するのである。本研究に取り組むこと
を決めた背景には、このような将来展望を有
していた。研究の最終年度を終えた今、こう
した思いはさらに強くなっている。

２．研究の目的
(1)八代海沿岸地域の在地墓制にかんする基
礎的データを収集・整理し、その発生と発展
過程を実証的に検討する。

(2)八代海沿岸地域の在地墓制のなかに、中央
政権にかかわる要素がどのように受け入れ
られ、あるいは受け入れられないのかについ
て、具体的な考古資料を用いて検討する。

(3)こうした検討作業を通じて、古墳時代に八
代海沿岸地域が果たした役割について考察
する。

３．研究の方法
(1)八代海沿岸地域のうち、天草島嶼部の資料
として上天草市カミノハナ古墳群出土遺物
を取り上げ、その整理・実測・分析を実施す
る。これにより、古墳時代中期に埴輪や武器
武具が当地域に受容された様相の一端を明
らかにする。

(2)八代海沿岸地域のうち、八代平野部の資料
として宇城市松橋前田遺跡Ａ地点出土埴輪
を取り上げ、その整理・実測・分析を実施す
る。これにより、当地域における窖窯焼成技
術導入後の埴輪動向の一端を明らかにする。 

(3)天草北部島嶼域に所在する上天草市千崎
古墳群の発掘調査を実施し、当地域における
横穴式石室および箱式石棺の実体を解明す
る。 

(4)研究代表者杉井健１人では、研究目的を達
成するうえで大きな困難がともなうと予想
されるため、熊本県を中心とした 10 人の古
墳時代研究者に研究協力者としての参加を
頼み、彼らとともに上記１～３の調査・分析
を進める。

(5)研究協力者とともに八代海沿岸地域に所
在する古墳を実地に調査し、その動向の把握
に努める。さらに、それぞれの研究協力者に
研究課題にそったテーマで個別に研究を進
めていただき、幾度かの共同討論を経て、研
究成果報告書にまとめる。

４．研究成果
(1)カミノハナ古墳群 1981・1982 年調査出土
資料のほとんどを再整理・実測し、報告する
ことができた。これにより、既報告書の誤り
を多く訂正することができ、良質な実測図・
写真を提示することができたと思う。明らか
になった論点は多々あるが、出土遺物の検討
から、１・２・３・６号墳の時期が示された
点は重要である。それによれば、埴輪をもつ
１号墳はＴＫ208（～ＴＫ23）型式期、２号
墳はＴＫ23 型式期、横矧板鋲留短甲をもつ３
号墳はＴＫ47 型式期、６号墳は古墳時代後期
中葉頃に位置付けられる。一方、古墳群の実
地調査の成果として、現状における横穴式石
室平面プランが示された点も重要である。そ
れにもとづけば、古墳の築造順序は１号墳→
３・４号墳→２号墳→５・６号墳と予想され、
出土遺物からみた２号墳の時期とは不整合
である。この点は今後の重要な検討課題であ
るが、さらに、今回の成果を基礎として出土
遺物の保存処理が早期にはかられることを
望みたい。

(2)松橋前田遺跡Ａ地点出土円筒埴輪のうち、
ほぼ完形に近い状態に復元することができ
るものについて整理・実測し、報告すること
ができた。松橋前田遺跡が調査されたのは、
今から 40年以上も前の 1965年のことである
が、今日まで、その出土埴輪が正式に報告さ
れることはなかった。今回、そのすべてでは
ないが、正式に実測図と写真を提示すること
ができた点は、古墳時代研究のみならず、文
化財の公開・活用においても資するところ大
であると考える。

当資料は川西編年Ⅳ期、須恵器編年ではＴ
Ｋ208～23 型式期に位置付けられるが、出土
状況をみると、ほぼ完全なかたちを保ったま
ま検出されているものが少ないことがわか
る。また、当資料とほぼ同じ特徴を有す円筒
埴輪が、ごく近くに所在する松橋大塚古墳か
ら検出されている。こうした状況を根拠に、
松橋前田遺跡は松橋大塚古墳へ樹立するた
めの埴輪が前もって集められた場所ではな
いかと推測された。

(3)千崎古墳群に所在する 26 基の古墳のうち、
５号墳、10 号墳、25 号墳の発掘調査を実施
し、５号墳の埋葬施設はごく狭い羨道を有す
横穴式石室であること、10 号墳の箱式石棺は
きわめて精緻に造られていること、25 号墳は
長さ 64 ㎝のごく小さな箱式石棺であること
などを明らかにした。なかでも、５号墳の横
穴式石室は、その上半部が破壊されているも
のの、羨道や前庭部の様相から出現期の横穴
式石室であると推測でき、今後、天草島嶼部
におけるこの種の石室の発展過程を考える
うえで必須の資料となることは間違いない。



(4)千崎古墳群の調査に関連し、古城史雄（研
究協力者）によって天草島嶼部における横穴
式石室の動向が、また、島津屋寛（研究協力
者）によって熊本県内の箱式石棺の様相が示
された。とくに、千崎 10 号墳にみられるき
わめて精緻な加工が施された砂岩製の箱式
石棺を「千崎型箱式石棺」とすることが提唱
された点は重要である。なぜなら、この種の
箱式石棺は石障系横穴式石室の発生に密接
にかかわっていると予想されるからで、今後、
さらに詳細に千崎型箱式石棺と石障の関係
について検討がなされる必要があろう。

(5)以上のほか、研究協力者によって提示され
た研究成果は数多い。なかでも、八代海沿岸
地域における円筒埴輪と甲冑の動向が明ら
かにされた点は、中央政権に密接にかかわる
要素が当地域にどのように受容されたのか
を考察するうえできわめて重要である。興味
深いのは、帯金式甲冑と川西編年Ⅳ期の埴輪
の分布に相違がみられる点で、両者の伝播・
受容形態が異なっていた可能性を示唆する。
今後、こうした点を意識しながら、検討が継
続されなければならない。

(6)前方後円墳分布域において、八代海沿岸地
域は南西の端である。今回、当地域の古墳時
代中期の様相については一定程度明らかに
することができたと考えるが、今後は、ほか
の前方後円墳分布域周縁との比較検討がな
される必要がある。たとえば、前方後円墳分
布域西端の長崎県地域、また南東端の大隅半
島、目を北に転じれば北端の岩手県南部地域
あるいは朝鮮半島南西部地域、さらには前方
後円墳が分布しない高知県地域などとの比
較検討が重要である。こうした研究に発展さ
せることを通して、日本列島における国家形
成過程の解明を目指したいと思う。
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